
平成 26 年（2014 年）12 月那覇市議会定例会

一般質問発言通告書（２日目）

平成 26 年 12 月 10 日（水）

※１人当たり 15 分間（答弁を除く）

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

１ 知 念  博

(新 風 会)

質問方式

総括質問方式

(演壇･質問席)

１ 福祉行政に

ついて

２ 経済・観光

行政について

障がい者の就労支援について

昨年 12 月 12 日の一般質問において、障がい者

の就労支援・能力向上を図るため、市役所内での

職場実習や体験研修を実施すべきであるとの質

問に対し、当局は、「障がいのある方の自立促進

の観点から、就労支援を図るため、職場実習や体

験研修などは貴重な機会であると考えておりま

す。本市での受け入れについても、本市の各課及

び各事業所と意見交換をしながら、検討してまい

りたいと考えております」と答弁していたが、ど

う取り組んできたのか伺う

(１) 去る２月 26 日一般質問にて琉球泡盛の世

界無形文化遺産への登録を目指すべきとの

質問に「本市のみならず、広く県民一体とな

った取り組みが必要と考えられます。本市と

いたしましては、国、県、関係機関と情報交

換を図り、調査・研究してまいりたいと考え

ております」と答弁したが、どのように取り

組んでいるのか伺う

(２) 国際観光都市那覇市が注目されているが、

本市の観光の国際化への取り組み状況を伺

う

(３) 新たな観光資源の開発が必要と考えられ

る。遺跡等の復元により琉球の世界遺産群へ

の追加登録を図ることや、琉球の伝統・文化

芸能等を生かした観光資源を開発していく

必要があると考えるが、当局の取り組みを伺

う

【答弁を求める者】

市長、副市長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 26 年 12 月 10 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

２ 坂 井 浩 二

(無 所 属)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席)

１ 格差と貧困

について

２ 子ども行政

について

３ 防災行政に

ついて

本市内における市民生活の現状について、以下

伺う

(１)  本市における生活保護受給世帯数及び総

数の直近の実数を伺う

(２) 生活保護受給者の年代別割合を伺う

(３) 生活保護受給者に対する予算総額及び本

市充当予算はそれぞれいくらか

(４) 本市内小中学校の教育現場において、親の

経済事情等により、財政支援を受けている

子どもの人数について、過去３年間の推移

を伺う

(５) 全国的な問題とはいえ、我が那覇市におい

ても切実な「格差と貧困」の問題。具体的

な対策、解消に向けて真剣に取り組むべき

喫緊の課題であるが、城間市長の見解と今

後の取り組みを伺う

本市における待機児童解消策について、以下伺

う

(１) 本市策定の「待機児童解消プラン」は、当

初計画どおり順調に前進しているか。当初

見込みとこれまでの実績を伺う

(２) 国策定の子ども・子育て支援新制度に沿っ

て、児童クラブにおける幼稚園児受け入れ

の可否問題がクローズアップされている

が、本市の見解と、具体的な今後の対応策

を伺う

(１) 災害時における本市指定の避難所につい

て、施設の指定箇所数及び種別を伺う

(２) 災害時の避難所として場所選定をする場

合、どのような条件・機能が求められるか



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ ｢龍柱｣問題

について

市民や議会からも多くの指摘があり、問題とな

っている「龍柱」の建設について、当初計画から

の進捗状況と当局の見解を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 26 年 12 月 10 日(水)       

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 粟 國  彰

(自 民 党)

質問方式

一問一答方式

(質問席のみ)

１ 固定資産税

について

２ 生活保護受

給者について

３ 保育行政に

ついて

市町村が固定資産税を徴収しすぎるミスが全

国で後を絶たない。本市がさかのぼる５年間で過

徴収があったか、また何件で金額はいくらか

(１) 本市の 65 歳以上の高齢者のうち、生活保

護を受給している割合を伺う

(２) 申請手続きを厳格化したが、申請し受けら

れないケースは何件あったか

(１) 本市、保育士確保にどのような事業計画が

あるか伺う

(２) 待遇改善は計画があるか伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 26 年 12 月 10 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ 下 地 敏 男

(社 民 党)

質問方式

一問一答方式

(質問席のみ)

１ 平和行政に

ついて

２ 労働行政に

ついて

３ 保育行政に

ついて

４ 那覇市健康

ウォーキング

大会について

城間市長の選挙公約に、子どもたちの未来が平

和であるように、新しい基地を造らせない建白書

の実現。自立と阻害要因でしかない新たな米軍基

地建設に反対するとある。以下伺う

(１) 10 万票を獲得し勝利した今回行われた市

長選挙は、辺野古に基地を造らせないことが

最大の争点であったと考えるが見解を伺う

(２) 沖縄防衛局が提出した埋立に関する工法

申請を仲井眞知事は承認すべきではないと

考えるが見解を伺う

労働者の環境は契約社員、パートタイマー、臨

時雇用という非正規雇用の急増があり、そのまま

固定化につながっている現状がある。城間市長の

選挙公約に、非正規雇用などの問題に向き合い格

差社会の是正に取り組むとあるが、どのような施

策があるか

城西幼稚園建て替えについて保護者からの意

見がある。以下伺う

(１) トイレに排水溝を設けて水洗いできるよ

うな乾式にできるか

(２) シャワーをトイレ内に設置できるか

去る 10 月 19 日開催された第１回「ひやみかち

なはウォーク 2014」について、以下伺う

(１) 参加者数及び完歩者数及び参加者の声は

どうだったか

(２) 同事業は今後継続して行うのか



一般質問（２日目） 平成 25 年 12 月 11 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 動物愛護行

政について

(１) 城間市長の政策にある犬猫殺処分ゼロを

目指す動物愛護施策はどのように進めるの

か

(２) 本年度実施されているＴＮＲの取り組み

について、以下伺う

① 手術済の頭数、性別、年齢及び捕獲場所

② 手術後の経過観測及び今年度の手術予

   定頭数

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 26 年 12 月 10 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 野 原 嘉 孝

(公 明 党)

質問方式

一問一答方式

(質問席のみ)

１ 文化行政に

ついて

２ 環境衛生に

ついて

３ 真嘉比遊水

地の桜植樹に

ついて

琉球王朝時代の手（てぃー）を起源とする空手

は世界に広がり、国籍を問わず多くの人々に愛さ

れている。現在、沖縄空手道会館の計画が進んで

いるが、誇り高き沖縄の文化としての沖縄空手に

ついて以下伺う

(１) 伝統空手と競技空手の定義について

(２) 那覇における流派の位置づけについて

環境衛生を害する防除の対象として、ねずみ

類、アリ、ゴキブリ、ノミ、家ダニ、ハブ等が挙

げられるが、ハブ対策に絞って以下伺う

(１) 市内におけるハブの生息地域、捕獲と咬症

事故の状況について

(２) 安里地域の公園整備事業と住居地域での

ハブ出没の関連について

真嘉比遊水地を桜の森にと提案してきたが、こ

のほど正式に、日本さくら交流協会から「陽光桜」

の苗木 70 本の寄贈が決定した。明年が戦後 70 年

の節目に当たることから不戦と平和の象徴とし

て快諾していただいた。地域住民待望の植樹を、

本市も協力して是非とも実現してもらいたいが

見解を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 26 年 12 月 10 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

６ 前 田 千 尋

(日本共産党)

質問方式

一問一答方式

(質問席のみ)

１ 少人数学級

の充実につい

て

２ 虐待につい

て

３ 性暴力被害

者ワンストッ

プ支援センタ

ーについて

４ 公園整備と

管理について

５ 伝統文化の

継承と街づく

りについて

(１) 財務省は予算編成に向けて、公立学校の

「35 人学級」を見直して 40 人学級に戻すよ

う文部科学省に求めている。教育現場におけ

る少人数学級の重要性と効果について見解

を問う

(２) 少人数学級の継続・拡充を県と一緒に、国

へ求めるべきである。見解を問う

(１) 那覇市の虐待の件数と内容について問う

(２) 虐待に対する対応策について問う

性暴力を受けた被害者を守るために、24 時間

365 日いつでも相談できる「ワンストップ支援セ

ンター」の早急な設立が求められている。見解を

問う

県では、来年 1 月開所に向けた相談支援員の研

修も始まった。本市での連携と研修等はどうなっ

ているのかを問う

緑ヶ丘公園については、10 月 27 日に整備や管

理の在り方について意見交換会がおこなわれ

た。住民の声と、当局の対応と今後の計画を問

う

市長の公約には、「やちむんの里」壺屋におい

て、沖縄らしい町並みの再生・創出に取り組む

と掲げられている。どのような計画をおこなっ

ていくのかを問う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 26 年 12 月 10 日(水)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

７ 花 城 正 樹

(なは民主)

質問方式

一問一答方式

(質問席のみ)

市長政策につ

いて

(１) 文化・伝統・継承・発展

① これまでの自然災害（台風損害など）で

円鑑池の石垣が崩落している。緊急的な補

修が必要だと考えるが見解を伺う

② やちむんの里「壺屋」は、今後どのよう

な景観に変わっていくのか

③ 那覇市地域伝統芸能祭について

(２) 那覇市らしい都市基盤づくり

環境への負荷が少ないＬＲＴなどの新交

通システムの導入検討とあるが、公共交通と

交通政策に関する調査特別委員会が取りま

とめた報告書について、どのように反映させ

るのか見解を伺う

(３)  人と自然が共生する都市

① 再生可能エネルギーの導入や省エネを

推進するとあるが、具体的にどのような政

策をイメージしているのか伺う

② ブータンでは、自動車の全電化に取り組

んでいる。どのような効果が期待されるか

見解を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長


